
H I L L O C K�等�

J
U

N
E

 2
0

2
1 

• 
 V

O
L

U
M

E
 2

W I LD　＆

ACADEM I C

�⽥��上⽤賀5-23-2（砧����）

�hillock.shotobu@gmail.com

https://www.hillock-school.com/

https://note.com/hillock_shotobu

https://www.facebook.com/hillockshotobu

https://www.hillock-school.com/
https://note.com/hillock_shotobu
https://www.facebook.com/hillockshotobu


◆HILLOCKの理念         P3

◆HILLOCKの�徴

 ・��・カリキュラム     P3

 ・時間�           P4

 ・⽇��軸バイリンガル    P5

◆⾃由�度��         P6

◆�� テーマ��       P7

 ・事例1             P8

 ・事例2            P9

◆�� マイプロジェクト    P11

 ・事例1             P11

 ・事例2            P12

◆どうしてもクラス       P13

 ・事例1             P14  

 ・事例2            P15

◆募��項           P16

◆Q＆A

 ・スクールの��づけ     P17

 ・��との��、�路     P18

 ・シェルパ・協⼒者      P19

 ・保�者との��、�⽤    P20

 ・�募、����       P21

◆お問い�わせ         P22

⽬�  M E N U



H I L L O C K
の理念

 ⾃�体�が�なくなってきた�ど

もたちの⽣���。�は⾃�の中で

こそ�つ、と�えます。体ももちろ

ん、�も。�をもち、レジリエンス

を発揮しながら、�とした�に�っ

て�しいと願っています。

 アカデミックも⼿�していませ

ん。�ぶ��さえ�えれば、��は

��の�びだと�えます。⾃�の成

�を�しみ、果�に挑戦していく。

そんな「�び�を�ぶ」場を丁寧に

築いていきます。

 東�には、貴重な��財や��材

が�くあります。��に�に�て⾏

くことで、��や�界とつながり、

⾃�⾃�を⾒つめ�せる⼒を�んで

いきます。

 ヒロック��（草�）で「ヒロッ

クはコゥ・ラーナー（�どもたち）

それぞの�利を未来に向けて��し

�けるための場」としています。

�利は「��と利�」、英�では

Well-Beingで、��の��では

「��が⾃由に�択できる��や立

場にあること」を�味します。

�ぶことが�しい。昨⽇の⾃�より

成�することが�しい。�界の�さ

や�しさがわかり、⼤�きなもの、

��な仲間が�えていく。�⽇はも

っと�せになれる。�⽇に希�をも

つ⼒。

 �ども時代を�しみぬく��が未

来を拓く⼒につながります。



H I L L O C K
の�徴

 HILLOCKでは、�どもたちの�まない�

�は⼀切しません。常に��され、�価さ

れるような��は⼤�だって�ですよね。

�べるのは、昨⽇の⾃�。��な成���

が、⾃�らしくあるという⾃�につながり

ます。

 ��で�ぶ理由。それは、⾃�だけでは

たどり�けないセレンディピティに��え

ることです。他者と��い、協⼒し、時に

はぶつかり、��する中でこそ、配慮する

気持ち、�え�う�しみも⽣まれます。⼀

�じゃできないことも、みんなとならでき

る。そんな��を⼤切にします。

 クリエイティビティ。独�性という⼤げ

さな�でなく、ちょっと作ってみる、�現

してみる。そこに喜びや�界との�点があ

るはず。そんな⼀�をともに�みたい。

 �科と��のスパイラルで�ど

もたちの�びを�えます。

 �科とは、���で⾏われてい

るような��内�です。⾃由�度

を基軸に��（＝知の先�たち）

の�に乗ることで⾒られる��や

喜びを味わっていくのです。

 ��とは、�どもたちの「やり

たい�」という�奇�を�発点に

「�ぶプロセスを�ぶ」��で

す。⾃�で�び、問いをもち、ア

ウトプットにつなげていく。



ラーニング・

シェルパ

 ヒロックでは、�供に�りそう

�点から「先⽣」とは呼ばず、ヒ

マラヤ��ガイドのシェルパにち

なんで「ラーニング・シェルパ」

と呼びます。

 ��した�をなげうち、理想の

��を⽬指してヒロックに��し

た�い�を持つプロフェッショナ

ル�が�めます。

 「⽣徒・シェルパ�率＝

12�1」�下（�立⼩の3��

上の⼿�さ）だからこそ可�

な⼀�ひとりに�じた�ち・

�びのコーディネイトをいた

します。

 ��チームは、それぞれが国

�ビジネスやコンサルティング

などを�て�業した幅�い��

��を持つメンバーです。��

な⾓度から持�的にこれからの

��を�めつづけるチームで

す。



 時間�は⽬�で��や��の内�、�どもたちの��から��して��していきます。
 ���の内�を5��度の時間で⾏い、�りの5�の時間は、��や英�、先�的な�び
といった�⽤・発�的な�びに�り�みます。基���は⾃由�度��を軸に「⽬標→�

�→��り」をすることで、⾃⼰��⼒をつけていきます。

 ⾃由の時間を�識的に�保しているのもユニークで、��する砧��でゆったり�ごし
たり、�物�などの��に�かけたりします。⾃由を�え�い、�り�しながら、デモク

ラティックな�度、シティズンシップ、�かな発想が�まれる��を�識しています。

時間�・年間スケジュール

【HILLOCK 年間スケジュール（予�）】
 

4⽉ ��期スタート
 5⽉ 東�散�
 7⽉ マイプロジェクト・プレゼンテーション
 8⽉ 夏休み
 9⽉ テーマ��フィールドワーク
10⽉   ハロウィンパーティ
11⽉    オータムキャンプ
12⽉    マイプロジェクト・プレゼンテーション 、�休み 
 1⽉  ニューイヤーパーティ
 2⽉     テーマ��フィールドワーク 
 3⽉  マイプロジェクト・プレゼンテーション、�休み



 �立��では「⼩2の10⽉にかけ算を�う」「⼩6の9⽉で円の⾯積を�う」と決まっていま

す。しかし、これってよくよく�えると不⾃�な気がしませんか� �年には4⽉⽣まれもいれ

ば、3⽉⽣まれもいるでしょう。ほとんど�1年も年��のある�どもたちが、同じ時期に同じも

のを�得しなければいけないのです。さらには、発�は個��があるものです。まだ�知の��

ができていない�も�得しなければいけないし、��に��ができた�でも先に�むことは�さ

れません。

 �びは�来、�のしおりのようにあるべきだと�えています。�は、⾃�の�む��が�った

ときに開き、�からなくなったら�中でペースを�め、時には⼀度�んだところを�り�りたく

なるものです。ちょっと休んで、また先に�み�める��が�うまで、しおりは中�したところ

で待っていてくれるんですよね。�知の発�に�びが�わせる、それこそ��だと思うのです。

そして、それを同じ���間で���するのが⾃由�度��です。

 �どもたちはそれぞれ、⾃�の��するものと⽬標を立てます。�⼒を�してぎりぎり�成で

きないような、点�で�うと8�になるくらいの�易度の問題を�んで�り�みます。⼀�でや

る�もいれば、友�と�え�う�、動�で��する�ー。⾃�が�んだ��で、�⾏��しなが

ら�り�みます。シェルパは何周も回りながら、助�していきます。そして��に�り�り。

 �科内�とともに、��知�⼒や⾃⼰��⼒も�っていきます。

⾃由�度��



英�とその先にある�界へ⽻ばたく

 �来⾃�の�界を�げられるよう�
どものころから英�にふれてほしいと

思っています。�⼆�国�レベルは�

国�での幅�い知識と�い思�⼒にも

⼤きく左右されますので、まずは⽇�

�をしっかりと。

 バイリンガルになることはそれほど

�易なことではなく、20歳に�が開く

ことを⽬指して気�に�り�みましょ

う。�切な��で地�に��をするこ

と、なによりコミュニケーションを�

しむことが⼤切です。

・たくさん�く（�けない�は理�で

きない）

・正しい発�をする（発�できない�

は�き�れない）

・流暢に�む（�む�度�上の�さで

は�けない）

・��を�得する（知らない単�はわ

からない）

 こまめに英�に�れる時間を�保し

ています。��希�や保�者の�えに

�じご��での�り�みを��される

と⼀��果的です。

 �葉だけでなく、堂々とふるまう、

相⼿を尊重する、論理的に�えること

も⼤切で、これらは他のクラスでも�

識して�り�んでいきます。

⽇��軸

バイリンガル



 テーマ��は何か1つの�科に�った��ではありません。例えば、ドローンやVRなどの科

�技�を�ったり、�界の街について�んだり、��問題について�える活動や物�や�を�

作する活動などが挙げられます。1つのテーマを�々な�点や�科を��したながら�めてい

くのがテーマ��です。HILLOCKでは⼀つのテーマに2か⽉ほど時間をかけ、じっくり、�く

�っていきます。

 �科ではなくテーマを�うことで、現���とのつながりを�びの中で��したり、�味�

�が⽣まれたりします。そのような�びを�り�すことで、�びの�義や�味を理�しながら

主体的に�ぶことができるでしょう。

 また、1つのテーマを�ぶ中でCo-learner⾃�が協⼒しながら�々なものを⾒たり、��し

たり、�べたりします。そうして⾃�で�得した知識を再構築し、プレゼンテーションを⾏っ

たり、�や�、動�などを制作して�現します。チームで�ぶ事が�く、��性やコミュニケ

ーション�⼒が�まれるほか、プレゼンテーション�⼒や�現⼒、クリエイティビティが�ま

れます。

 �科を�ける��は専⾨性を�めると�う�味では�理的なところもありますが、�んだ物

事同⼠をつながって理�したり、���との��を理�しないと「�きなこと・専⾨でやった

ことしか知らない」という状�になってしまいます。テーマを軸に�々な�点や�科を��し

ながら�ぶことでより�い�びも�現できると�えています。

テーマ��



 ��年のテーマ��の例として�物を��するプログラムがあります。�物の��ではCo-

learner�はブロックを⽤いて⾃�の理想の�をイメージしながらつくることから活動がスタ

ートします。そのようにして�物の��に�しての動�付けを�ったり、��のきっかけを作

ります。Co-learnerたちは⾃�の想いを�現することが⼤�きです。

 そのような活動を⼗�にとった�、シェルパは��を�める材料として、�々なリソースを

⽤�します。�国の�の��、沖�の�の��の�い�、��のユニークな�物やレンガ�り

の�を��するなど、�々な�料を⽤いて��を�めます。Co-learnerたちは�料を活⽤し

て、問いを立てたり、�やICTを�使して�べたり、�論したり、�えたりする中でその地域

の��や��と��物の形に��があることを理�します。⽇�で�えば、�国の�掌�りや

沖�の沖���が有�です。ヨーロッパにレンガ�りが�いのは歴史的にレンガや⽯をモルタ

ルで固め、城�にする��が��りに�⽤された�果なのではないかという�に⾏き�きつい

たり、⽇�に�べて地�が�ない地域であるからこそレンガ�りの�が可�だということを知

ることができるでしょう。活動の中で⼤⼯さんにインタビューをするなど��との�点を持つ

こともあります。

 �物の成り立ちを歴史、地理、科�の�点から��することで、Co-learnerたちはもう⼀度

�々な�件を�識しながら、�物の模型を�作しました。�り、�現する、つまりアウトプッ

トすることで�ぶ活動も�く�り�れていきます。

テーマ�� /事例
「�界の�物の��」



 マイプロジェクトは⾃�で�ぶことから�まります。⾃�が�味をもって、⾃�で�

んだ内�をとことん�く、��していくイメージです。�科の�びでは他の�と同じも

のを�ぶことも⼤切です。しかし、それは�びの⼀側⾯でしかありません。⾃�の�味

や�性に�じて⾃�で�ぶものや、�び�を決めていくという�え�、��が⽣���

者には�められるからです。

 ⾃�で�んだ�びですから何よりやる気が�ます。科�者のように�く�ぶことで、

例えば「��の中で��にどのように活かされているか」など�常の授業では�わない

レベルの知識や�えまで思�をめぐらせることができます。

 ⾃�が��したことを発�する��もあります。プレゼンテーションの�料を友�と

協⼒して作ったり、友�にプレゼンテーションをしてたりする中で⾃�の�えを�現す

る⼒が�まれます。

 他の�の発�を�くことで�々なことに�味を持ったり、他者を理�しリスペクトす

るきっかけを持つこともできるでしょう。

 �科の�びと�いテーマ��、そして�いマイプロジェクトが��し、相�作⽤し�

う中で�びは��・��・��していきます。

マイプロジェクト



マイプロジェクト /事例
「物�づくり」

 これはイメージをお�えするための��的なストーリーです。いわば未来⽇�。 

 Ａ君は⽣き物が⼤�き。テーマ��で�界の�滅�惧種を知ってから、⽣き物を�り�く��や

⽣�に�く�味を持ちました。�書の⾯⽩さにハマっているＡ君は、�を�むことも⼤�きです。

 ⽣き物と�、どちらをマイプロジェクトにしようかとはじめは�んだのですが、�滅�惧種をテ

ーマに�った物�を作ろうと�きました。

 ストーリーを�いだり、どのような流れで�滅の��に�してしまっているのかを�べたりし

て、いろいろな�びを��して⾃�の作品に落とし�んでいきました。�が得�な友�に挿�を書

いてもらったり、��きの友�と物�の�末を⼀�に�えたりもしました。マイプロジェクトは⾃

�で�んだテーマを��しますが、友�とコラボレートしながらプロジェクトを�めることもでき

ます。

 そのようにしてできたこの物�を��して1冊の�にしました。��技�は���の�にインタ

ビューをしながら�えたものです。その�を�々な�に�んでもらい、�想やフィードバックをも

らいました。⾃�の作った物�が�かに�くことをすごくこの�は�らしく思いました。同時に、

もっともっと�に�わる物�を書きたいと思い、�の年も�づくりの��をしようと�えていま

す。



 HILLOCKでは「どうしても制度」を採⽤しています。⼤�も�どもも、�
�決や常識や�例で、⾃�の「どうしても他のことをやりたい」「どうして

もやりたくない」という�⾒を潰されないという制度です。

 ⾃�の�⾒がマイノリティだとしても、ちゃんと��に受け�ってもらえ
るという��を⼤切にしたい。�い思いは、しっかり主�してほしい。そん

な思いをこめた制度です。⾃�の「どうしても」を�⼤�尊重してもらった

��は、�かの「どうしても」を尊重する�度につながります。

 ⼤�にも「どうしても」はあります。この時間は、シェルパが「どうして
も」体�してほしいと思っている授業です。⽇�ではあまり��されていな

い�びや、�どもたちにとって必ず有�になるだろうと��した�びです。

 スクールにおける⼤�の��は、�どもたちに��な�を⾒せてあげるこ
とだと思っています。��の「やりたい」を尊重するばかりでなく、「こん

な�界もあるよ」と提⽰することで、もしかすると�どもが⾃�で思いつか

なかったような、セレンディピティな��いがあるかもしれません。

 �くのゲストティーチャーを招きながら、��や�界とリンクするような
�びを�しんでいきます。

どうしてもクラス



どうしてもクラス /事例
ゲスト・シェルパと共に

 どうしてもクラスは、�い専⾨性
を��される場�もあり、�則とし

てはゲスト・シェルパを招へいして

いく予�です。

���� or �する�び
キャンプはぜひ��してほしいです

が、�えてプロジェクト・アドベン

チャーのような協働活動もしたいと

思います。また、⽇�の地�や�界

に�をして�ぶにもあこがれます。

専⾨�に相�して、��⾯に留�し

ながら�り�みたいと�えていま

す。

���業

⾃�を構成する⼤きな��に「⾃⼰

�⼒�（⾃�ならやれる）」「⾃⼰

�⽤�（�の�に立てる）」があり

ます。���業の�え�は、⾃�ら

しく�の�に立てる��を��する

のにぴったりです。MITなどでの��

�業プロセス��を�ども向けに協

働開発する動きを�めています。

アート�賞・アート��

�びにおける�果が�い領域として

�界的に�⽬されているのが、アー

ト�賞・アート��です。�えのな

いアートとどう向き�うかは、�情

や思�の�ちに重�な��となるこ

とでしょう。



募��項

【2022年4⽉⽣の募��項】

�����年��で12�  ※���員にはHILLOCK�児��業⽣の優先��を�みます

�願�・�願��⼀��願�切り9⽉3⽇（金）（⼆�募�する場�あり）

   ・��（⾯�・グループワーク）��願�順���します。

   ・�果����順�ご��（9⽉末��）

    〜��金��（10⽉1⽇�）いただくことでお���となります。

�⽤���み11,000円 (願書提�時にご��下さい)

�����男女�などの�体バランスを踏まえつつ、下��件にそって��いたします

   ・ご��とヒロックの����に⼤きな相�がないこと 

   ・�どもの�� 

   ・�どものコミュニケーションや��⾯で�別��を必�としないこと

   （⾯�はオンライン、グループワークは�地。模擬クラス��でグループワーク代替可�）

�募���オンライン申�のみ（こちらをクリック）〜募���と����の��に�願フォーム

がありますので、そちらからお申�み下さい

【��（�別）】

��金 200,000円(��時のみ)〜兄���⼆�⽬��50％

授業料(年�)  960,000円〜授業料は兄���の��はございません

�材���（年�）120,000円（�年度はクラウドファンディング�援により�料となります）

その他�⽤（��）

 個別�材��⾃由�度��のドリルなど�材の��をお願いする場�があります

 �������⾜、キャンプなど����は��精算をお願い�します（�む�率者��）

⾞�等���持��(年�) 120,000円〜��離��利⽤者のみ

【�付金】⼀⼝100,000円（スクールの持�的��のため、ご賛同くださっている保�者の�さま

に�付をお願いしております）



Q & A

Ｑ. ヒロック�等�はこれまでにどんな活動をしてきたので すか� 

Ａ. ヒロックに��する�来事（キッズアイランドを�む）

2006年 堺�(*1)が⾃�と�にふれあうプリスクール「キッズアイランド」�立

�沢�（�⽥���沢��に��）

2011年  キッズアイランド砧����立（�⽥��砧��に��）

2016年 キッズアイランド⽬黒��立（⽬黒�林�の���に��）

      2018年 �⼿(*2)、�⽊⽥(*3)、堺�が��い、�にLCLで共同プロジェクト��

      2019年  NPO��ソダチバ・プロジェクト発⾜（ヒロック���体）

                   HILLOCK Bilingual Kinder School Meguro�立（キッズアイランドに併�）

   2020年 HILLOCK Bilingual Kinder School Meguro�立（キッズアイランドに併�）

             �等�を�立し、�びの�択�・可�性を�げる構想で�気��

2021年 ヒロック�等������（�⼿、�⽊⽥は��を�して��）

  �⼿「⾃由�度��のはじめかた」��（�陽書�）

    �⽊⽥はICT��に�する単著を秋に��予�

2022年 ヒロック�等�開�

    �⼿はICT��に�する単著を2⽉に��予�

 *1 堺�武�（スクールプロデューサー）

  ⼤���、�都⼤�⼯���、南カリフォルニア⼤�����⼠、保�⼠

  元三菱UFJ�（シンガポール�在、アジア戦略）を�て、���野で�業

 *2 �⼿�吾（スクールディレクタ���）

  �立⼩・�別�援��で�員14年。�間発�科�で�⼠。ICT CONNECT21主�の

  ハッカソンでグランプリ。⾃由�度��、ICT活⽤など�ども主体の�びを��。

 *3 �⽊⽥�平（カリキュラムディレクタ）

  �立⼩��で�員10年。���と���のダブル専攻。埼⽟⼤��別授業の�師、シ

  ンガポール⽇����の研�担当を�める。⽇���IB立上げに�わり、「ICT×�

  �」の�野では⽇�で有�の���。



Ｑ．ヒロック�等�は��科�省�可の�

�ですか� 
Ａ．ヒロック�等�は��科�省�可の�

�（いわゆる⼀��）ではありません。フ

リースクール、また はオルタナティブスク

ールの��づけです。 

Ｑ．⼩��の�業��はどうなりますか� 

Ａ．�立⼩��に籍を�きながら�ってい

ただくことが�ましいと�えています（�

��の例では籍を�かない�もいるようで

す）。��や���員�によって��は異

なるとのことで、ご�配な点がございまし

たらご相�下さい。

Ｑ．�業�の�路はどのような形になりま

すか� 
Ａ．�立中�、�立中�、インターナショ

ナルなど�どもと保�者の希�によって�

択していただく形になります（ヒロックで

受��策をすることはありませんが、⾃由

�度��の時間をやりたい�びに�当する

ことは可�で、サポートもいたします）。

�路を決める�にはぜひ「⾃�らしさを⼤

切に、⾃�で決めてほしい」と�えていま

す。

Q & A
��の��付・

�路

Ｑ．ヒロック�等�は��の思想に基づくスク

ールですか� 
Ａ．ヒロックは��の��・思想・メソッドに

基づくスクールではありません。スクールで⼤

切にしたいこと（�利、⾃由、�正、�主、ケ

アなど）は「ヒロック�� (HILLOCK

Constitution)」として共有していく予�です。

ヒロック��は����研��をファシリテー

タとして����有識者との共同プロジェクト

を�て草�が作成されました。開��に��・

��プロセスを�て正式に採⽤される⾒�みで

す。



Ｑ．どのようにしてカリキュラムを作ってい

ますか� 
Ａ．①有識者共同プロジェクトによるフレー

ムワーク作成、②内�の先�的な事例の�査

��、③シェルパ（元�員）の��に基づく

��知、をベースにヒロック独⾃のものを開

発しています。��への発�、専⾨�との提

�・�援を得て��的にアップデートしてい

く仕�みを�り�れます。

Ｑ．基��⼒への��はどうなっています

か�

Ａ．���で�り�む知識・�念のコア��

を��科�も活⽤しながらカバーしていきま

す。テーマ��では、��や��なテーマに

�しながら、理科・��・算�・国�・アー

トなどの�科を��的に�んでいきます。

Ｑ．⽇��軸バイリンガルとはどのようなも

のですか� 
Ａ．⽇��での��（幅�い��と�い思�

⼒）をベースにして、�界を�げていくため

の英�を�につけてほしいと思っています。

�⽇の⾃�と授業から構成されていて「�

く・�く・�しく」ふれていくことを重�し

ています。��ではなく「使うもの」とし

て、⽇��での�科��でも英�動�などを

活⽤して情���するなど、気軽に使ってい

くことを�めていきます。

Q & A
カリキュラム

Ｑ．ICT活⽤はどのようにする予�ですか�
Ａ．シェルパの�⼿と�⽊⽥は積�的にICT
を活⽤し、その有�性や��、留�点など

を把�しています（�員向けセミナー�

�、単著��あり）

コンピュータは�びに必�であれば、積�

的に活⽤していきます。⼀�で、リアルな

��性や�体物、体�、⼿�り�も同じく

らい⼤切にします。ICTはあくまで�助的
（アシスティブ）なもの、�びを��させ

るものという��づけで、それがどのよう

な�び・成�につながるかという��を�

さないことが肝�だと�えています。



Ｑ．ラーニング・シェルパとはどういう�味

ですか�

Ａ．ヒロックでは「先⽣＝�える、⽣徒＝�

わる」の��を�えて「ラーニング・シェル

パ」と呼びます。シェルパとはヒマラヤの�

�ガイドで、�たちもプロのガイドとして共

に�り、�援し、�界の��を��します。

⽣徒たちはCo-learner（共に�ぶもの）と呼

びます。

Ｑ．スクールに�して保�者はどんな��を

しますか� 
Ａ．スクールへのご提�、スクールをサポー

トする⾃主的な活動などは⼤��です。PTA

など��だったものや��義�はありません

ので、�理のない範囲でお⼒をお貸しくださ

い。

Ｑ．成�や�価はどうなりますか�

Ａ．�どもの�ち・�びをサポートする�点

を�優先にしつつ、保�者には、シェルパが

�じた成�や�みなどをフィードバックした

り、発�・イベントや保�者⾯�などの��

で成�を�じていただければと�えていま

す。

Ｑ．���制で��性は�に付きますか�

Ａ．ヒロックでは、��性や友だち��につ

いて より�く温かい�流が可�です。異年

�のコミュニティーで「年上に�れたり、年

下に配慮したり」などの��の幅も�がりま

す。フットワークの軽さを活かし、スクール

�で同年�から⼤�まで幅�くコミュニケー

ションできるのも利点です。���だからこ

そ可�な「より��な�とより�くふれあう

��」を�して、��性を�いていければと

�えています。

Q & A
�価・��

Ｑ．授業料は他の��と�べて�いですか� 
Ａ．�料の�立��に�べると当��くなり

ます。�助金がないため、�立��と��し

ても�くなりますが、���制である こと

を�慮すれば�くはないと思います。 

Ｑ．この��でスクールの��は⼤丈夫なの

でしょうか� 
Ａ．�駄な��を省いたスリムな��を⾏う

事に�え、有料での研�・セミナー��によ

り、�期的に��した��体制を�えていき

ます。



Q & A
�価・��

Q．��はありますか�
A．ランチはご持�ください。こったお�当
を作っていただく必�はなく、仕�し�当等

を�けていただいても⼤丈夫です。

Ｑ． ����はどのようになっていますか�
Ａ．��基�をもとにご�募者の中から、⾯

�やグループワークなどを�して����い

たします。

Ｑ．英���者ですが⼤丈夫ですか�

A．⼤丈夫です。レベル別

Q．��保�はありますか�
A. ��保�はありません。必�な�は別�、
ご⾃宅�くなどで⼿配をいただくことになり

ます。

Ｑ．��児を受け�れますか� 
Ａ．��のあるなしではなく、上���基�

やワークなどを�て����をして��をい

たします。ただし、とくに専⾨�が常�して

いるわけではおりません。 

Ｑ．�国�や�国�女は��できますか� 
Ａ．��できます。クラスの8��度は⽇�
�で⾏われますが、⾃由��や英�クラスを

�て⼀�の英�にふれることは可�です。

Ｑ．スクールバスのルートを�えてくださ

い。

Ａ．現時点では⼀�の予�です（東�⽬黒�

不動前�ー�沢�由ーヒロック�等�）



お問い�わせ

W I LD   

  &

ACADEM I C

〒158−0098 �⽥��上⽤賀5-23-2 ２�

「不動前‐�沢��」�由ルートで��あり
�hillock.shotobu@gmail.com
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ヒロック��（草�）
( H I L L O C K  C O N S T I T U T I O N )


